
蛋 白 研 だ よ り 
 

◎平成２３年１０月２０日教授会議事要旨 
 

開催日時  平成２３年１０月２０日（木）午後１時５０分～午後５時００分 

開催場所  大会議室 
出 席 者 省略 

 

議  題 
【協議事項】  
１．学内委員の交替について           
    次の学内各種委員会委員の交替を承認した。 
      学生生活委員会、附属図書館委員会、大阪大学ファカルティディベロップメント 

委員会 
  
２．運営協議会委員の推薦について 
     平成２４年３月３１日で２期目（２０／２１年度、２２／２３年度）の任期が満了

する学内委員１名、所内委員１名の後任候補者推薦を要請するとともに、学外委員２

名の後任候補者の推薦については、日本学術会議会長に依頼することとした。 

    続いて、平成２４年３月３１日で１期目（２２／２３年度）の任期が満了する学外

委員５名、学内委員２名については、再任願うことを承認した。 

 

３．専門委員会委員の推薦について                            
        平成２４年３月３１日で任期満了となる学外委員２名と学内委員１名、所内委員３

名の後任委員候補者推薦を要請した。 
 

４．蛋白質研究所運営協議会規程の一部改正について 
    蛋白質研究所運営協議会規程の一部改正を承認した。 
 
５．蛋白質研究所専門委員会規程の一部改正について 
    蛋白質研究所専門委員会規程の一部改正を承認した。 
 
６．招へい研究員の受入期間延長について 
     招へい研究員１名の受け入れ（受入れ期間：23.11.1～24.10.31）を承認し、併せて

同氏に招へい准教授の称号を付与することを承認した。 
 
７．特別研究学生の受入延長について 
     特別研究学生１名の受け入れ期間延長（延長後の受入期間：平成２３年１０月１日～

１１月３０日）を承認した。 
 
８．研究生の退学について 

    研究生３名の退学（平成２３年９月３０日限り）を承認した。 

 
９．新センターの名称と新センターにおいて開発する研究手法について 

新センターの名称案、新センタ－各研究室名称案及び新センタ－において開発する研 
究手法を承認した。 

 
【報告事項】 
１．各種委員会等報告について 
    次の各種委員会等１５件の報告があった。 

吹田地区部局長会議（９月２１日、１０月１８日開催）、教育研究評議会（９月２１ 



日、１０月１８日開催）、部局長会議（９月２１日、１０月１８日開催）、創立８０周年

記念事業委員会（９月２１日開催）、発明委員会（１０月１８日開催）、総合計画室会議

（９月６日、９月２１日、１０月４日、１０月１８日開催）、研究・産学連携室会議（９

月２０日、１０月３日、１０月１７日開催）、遺伝子組換え実験安全委員会（７月１３

日、９月１４日開催）、国際交流委員会（９月２７日開催）、学生生活委員会（１０月１

２日開催）、学術研究機構会議（９月３０日開催）、所内安全衛生委員会（１０月４日開

催）、所内防災安全委員会（１０月１３日開催）、所内共同利用・共同研究委員会（１０

月１３日開催） 
 
２．その他 
（１）環境安全の確保に関する協定書(最終案)について 

     環境安全の確保に関する協定書(最終案)についての報告があった。 

 
（２）旅費の事前払いの取り扱いについて 
     旅費の事前払いの取り扱いについての報告があった。 
 
（３）蛋白研リトリートの準備状況について 
     蛋白研リトリートの準備状況についての報告があった。 
 
（４）阪大ＡＤＴ方式試行の実施について 
     阪大ＡＤＴ方式試行の実施についての報告があった。 
 
（５）研究従事について 
      ２名の受け入れについての報告があった。 
 

（６）海外渡航について 
        １４件の報告があった。 
 
（７）講堂等の使用について 

        使用申込み状況の報告があった。 
 
 
（８）平成２３年９月期エネルギ－使用量一覧について 
     ９月期エネルギ－使用量一覧についての報告があった。 

 
 （９）その他 
   （１）学内戦略的経費の検証について 

学内戦略的経費で購入した機器の検証についての報告があった。 
 
   （２）教員基礎データの更新について 
       教員基礎データの更新についての協力依頼があった。 
 
   （３）ＰＤＢｊ諮問委員会の開催について 
        ＰＤＢｊ諮問委員会の開催についての報告があった。 

 
   （４）所内駐車場利用について 

臨時の駐車場利用申請の許可についての報告があった。 
                             以 上 

 
 


